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要旨   

ダポ及びホゾの接合強度を比較するために，T型及び汀型の試験体を作製し，曲げ試験，引張り調晩せん断試験を行った．その  

結果，スギをダボで接合した場合，ダボ径が大きいぼど強くなることが分かった． また，同じダボ径♂）場合，スギ上りもナラ瑚まう  

が強いことが分かった．ダボとホゾを比較した場合，スギ，ナラともにホゾのほうが強いことが分かった．  

1．はじめに   

木製脚物家具の製造は，日田の主要な産業の一つである．そ  

の内訳は，応接室用テーブル ，ソファー，机 椅子などが中ノL、  

ごある．特に椅十は人が腰掛けたり，踏み台イモわりに使われる  

など使い方はさこ去ざまであり，その性質i二十分な安全性（強度）  

が要求される．椅／一の強度性能を考えると，最ら破壊しやすい  

ところは各部材の接合部であり，接合部強度を十分考慮した設  

計をしなくてはならない．ところが，現状では，デザイン什を  

基に設計が進められ，強度という観点からはあまり検討されて  

いない．   

そこで，本研究では，強度的に過剰でも過小でもない最適な  

設計をするための重要な資料となる，ダボ接合部の独身枠附こ  

／〕いて調査することをF］標とし研究を進めた．  

2．実験   

2．1供試材   

供試材には大分県産スギ，ナラを付いた．スギについては，  

厚さ100m，幅30（Jm，長さ900mnの二拍憮節材から，接線ノノ向  

50m恥 半径ノノ向25mlれ，繊維ノノ向900mmの角材を75木 ナラに  

／ついては厚さ35ⅠⅣTi，良さ2000Imのダラ挽きした板から，接線  

方向5加町 半径ノノ向25m，繊維ノノ向（良さ）㈹Om¶の角材をニミ7  

本採取し7ヒ   

2．2 スギおよびナラ材の曲げ試験   

その後，スギ，ナラともに縦振動法によりヤング率を測定し，  

ヤング率〝）高い順に，4木目から7本おきに10本を，ナラにつ  

いてはスギ同様ヤング率の高い順に，］本臼から7木おきに5  

本を曲げ試験に供した．曲げ試験は：う点併有ご，スギについて  

はスパン800mmで，ナラについ ては55伽皿で，荷重速度5一肌′′′′mlll  

でおこなった．試験には，インストロン社製荷重試験機556S（最  

大荷重50kトこ）を用いた．   

2．3 試験休の作成   

ついで，スギについてはヤング係数の分布がl■㌻jじになるょう  

に6／〕に分け，直径12mmのダボで接合した曲げ試験帆引張り  

試験依 せん断試験体を各10体，直径10mのダボで接合した  

曲げ試験保引張り試験体，せん断試験体を各10依ナラにつ  

いてはヤング係数の分布が同じななるように3つに分け，直径  

12mmのダボで接合した曲げ試験取引張り試験候せん断試験  

体を各10体作成した．   

ダボは，10mTlと12mmのスパイラル構付きの車〕のを用い，材  

緩からダボぴ〕直径だけ離れたところを中心に，ダボの庭径より  

0。21Ⅷ小さいダボ用きりを用いダボ穴をあけ接合した（Fjg．1）．  

接着剤は，酢酸ビニル樹脂接着剤を用いた．   

2．4 各試験体の試験方法   

接合部の試験には インストロン社製荷電試験機5568（最大  

荷重50kN）を用い，変位は東京測器製変位計（二D‡）100（最大変位  

1001Ⅷ）または〔二王）「）－5（最大変位5mm）を用い測定した．引張試晩  

モーメント試観 せん断試験の模式図をFig．2に示す．  

を 圭トイナ I  

丁  ｝ 1，● ∴  

lr  
ぎ  

よびダボ穴 Fig．1ダボお〃位置  

距離dはダボの直径10mmまたは12mm  
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2．4．1曲げ試験  

丁字型試験片を治具を用いて試験機に坂町付けクロスヘッ  

ドを5mn／／mぅrlで移動さyせ，荷重を知Lえた．  

2，4．2 引張試験   

丁字塑試験片を治具を川いて試験機に取り付け，クtてスヘッ  

ドを5Inm′′／mlrlで移動させ，荷重を加えヒ   

2．4．3 せん断試験   

試験片を試験機に取り付け，クロスヘッドを3m町加圧で移動  

させ，荷重を加えた．  

3】結果   

3．1供試材   

討こ験に州いたスギの密度げ）平均は0∴う6（g′′′cmり，新版勤法に  

上り測定したヤング係数の平均は5。37（（；Pa）仁標準偏差は1．89  

で，ナラの密度の平均は0．68（g√′′′′〔㌦），縦振動法により測定し  
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たヤング係数の平均は13．5（GF）a），標準偏差は2．01であった．  

スギとナラヴ〕縦振動法により測定したヤング係数の分布図を  

Fig．3に示す．  

3．2 スギおよぴナラ材の曲げ言式験  

曲げ試験に供したスギの縦振動法により測定したヤング係  

数の平均は5．59（（；f）a），標準偏差は1．83，含水率は12。1％，ナ  

（mm） ラの縦振動法により測定したヤング係数は1：ま・7（GPa），標準偏  

差は1．97，含水率は9．98ワムであった．また，スギの曲げ強度の  

平均は48．8（九製〕a），標準偏差ほ14．9，ナラは106」（Ⅶ㌔），軋00  

であった．  

3．3 試験休の作成  

各試験体を作成した材のヤング係数の平均と標準偏差を  

T之1t）1e．1に示す．これから，各試験体〝）間で，ヤング係数に差   

曲げ試験  
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ぎig．3 縦振動法に上り測定したヤング係数の分布  

Table．1各試験休を作成した材のヤング係数の平均（GP畠）と  

標準偏差  

引張り試験  

ダボ  試験   スギ  ナラ   

直径  方法  平均  標準偏差  H  平均  標準偏差   

曲げ  5．51   1．83  

10m11           引張り  5．43   1．83  

せん断  5．32   L．86   

曲げ  5．59   1．8こう   1こう。9   1．80  

引張り  5．58   2．02   i3．7   1・8：i  

せん断  5．40   2・04   13．5   2．02   

せん断試験  

Fig．2 試験ん法♂）概略  
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り，せん断試験狩最大術前沃 ダボ直径」加IT【（けブヤフ12ⅠⅧ¶〝ノ）  

スギ、1（）Im〝）スギ州軋二人きいことが分かる∴三た，最大荷重  

時の変位は スギ〝〕場合ダポ〝）直径に関係なくほぼ同じ値をホ  

し ナラのそれはスキよりも小さい値をホしノた．  

まとめ   

スギをダボ接合した場合，ダボ径が大きいはど強くなること  

が分かった．また同じダボ径げ〕場合，スギよりもナラのはうが  

強いことが分か／〕た．  

が7ごいことが分かる，   

3．4 各試験休の試験   

各試験の結果をT最〕1（、2に示す．   

3．札1曲げ試験   

地げ試験の結果をF毎∵＝ニ拝す．Tiうを）1（12おょびト、ig．iから，  

曲け試験の最大モーメント且 手綱郎＝）ダボ徳こ関係なくほぼい  

じ値を示しこいることが分かる．去た，最大モーメント時の吐  

転角はスギでは ダポ径に関係なくほぼ同じ値であることも分  

かる．   

3，4、2 引張試験   

曲げ試験の結果をド1g．5にホす．T止h2およびF、ig．5から，  

引張り試験♂）最大荷罷甘ダボ直径1加射けナラ12Tmのスギ，  

10上¶mのスギの順に大きいことが分かる．また，最大荷重時の変  

位は，スギぴ）場合ダボの庫径に関係なくはぼ同じ値を示し ナ  

ラのそれはスギのおよそ半分♂）値を示した】   

3，4】3 せん断試験   

せん断試験の結果をFlg．6に示す．’1’at〕1e2および卜jg．6か  

Table2 助け討取 引張畑講釈 せん断試験の結果  

スギ  ナラ  

平均   標準偏差   

モーーメント（N・rn）   75．0   8．12  
曲げ  

回転角（rad）   0．022   0．004  

荷塵（N）  ニヨ910．0   442．0  
10mm                     引張り  

変位（mm）  1。02   0．21  

荷重（N）   6897．3   931．9  
せん断  

変位（mm）   i。01   0∴ミ6   

モーーメント（N。m）   6q．8   6．2ニう   75．4   9．67  
曲げ  

回転角（rl批i）   （）．023   （〕。005   0．012   0．002  

荷重（N）   4306．9   621．5   571／i．5   455．8  
12Imれ  

変位（mIl）   1．02   0．25   0．65   0．19  

荷重（N）   7628．0   10（〕2∴う   11627．4   1107．R  

せん断  
変位（lm）   1．15   0。75   1．76   1．58  

5  ！O   
DispEace柑ent（m）  

Fig．6 せん断試験結果   
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Fig．4 仙げ試験結果  
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Fig．5 引張り討験結果  
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